
36

、
、

、

、 、

、

、

、

、

、
、

37

、、

、

、

、

、 、

、
、

、
、

、 、

、

、



36

、
、

、

、 、

、

、

、

、

、
、

37

、、

、

、

、

、 、

、
、

、
、

、 、

、

、



38

、

、 、

、

、

、 、

、

、 、

、

、

39

、



38

、

、 、

、

、

、 、

、

、 、

、

、

39

、



40

、
、

、

、

41

□ 水　□ 非常用食料（調理不要のもの）　□ ラジオ　□ ライター
□ 懐中電灯やローソク　□ ヘルメット（防火ずきん）　□ タオル
□ 衣類・下着類・軍手　□ ウエットティッシュ　□ アルコール消毒液　
□ 免許証や健康保険証のコピー　□ 預金通帳　□ 印鑑　□ 現金　
□ めがね　□ 乾電池　□ 携帯電話の充電器（乾電池式）　
□ 紙コップ・紙皿・割り箸などの食器類　□ 体温計　□ マスク　
□ 生理用品　□ 常備薬などの救急薬品　
□ お薬手帳　□ 入れ歯の洗浄剤　など 

（以下の物は、避難時にすぐに持ち出せるよ
う、常に手元や枕元に準備しておきましょう）
□ 補聴器　□ 入れ歯　□ つえや車い
すなど移動に必要なもの　など
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●浸水が始まっている場合など、避難場所への避難
に危険を感じた場合は、自宅の２階や近所の２階
建て以上の建物に一時的に避難してください。

●水害時の避難対策
洪水が発生する危険が迫っている時には、予想される浸水の深さによっ
て、取るべき行動が異なります。
河川が氾濫したときに予想される浸水の深さなどの危険性に関する情
報や 「京都市水害ハザードマップ」で確認して
ください。
「深水の深さ」や「どんな建物か」などによって、適切な避難行動は異
なります。

立退き
避難

屋内
安全確保

予
想
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ

立
退
き
避
難
が

　
必
要
な
区
域
？

３階
平屋・２階

建物の
高さは？

２階・３階
平屋

建物の
高さは？

はい

いいえ

事前に避難経路を確認して
おき、河川やがけの近くな
どの危険なところを通らな
いようにしましょう。

５m
以上

0.5m
未満

３～５m
まで

0.5～
3mまで

●土砂災害時の避難対策
　市域の７割以上が山林である京都市では、大雨が降る度にどこかで土
砂災害が発生しています。山間部や市街地周辺部にお住まいの方は、土
砂災害の種類や前兆現象、土砂災害警戒区域、避難の行動などの情報を
掲載した京都市土砂災害ハザードマップを確認してください。
（上京区、中京区、下京区、南区には、土砂災害警戒区域はありません。）
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避難の行動などの情報は、

地域の集合場所とは、大地震などが発生した場合に地域の方が
互いに協力し合って、安否確認や周辺被災状況の確認、消火、避
難誘導など災害に対応するために集合する場所をいい、各自主防
災部（町内単位）で決められます。

住んでいる場所や家族構成によって、
災害時に取るべき行動やタイミングは異
なります。家族や地域で、日頃の備えや
起こったときの行動を考えておくことで、
スムーズな避難につなげることができま
す。我が家の防災行動計画「マイ・タイ
ムライン」の作成ツールを使って、それ
ぞれの「マイ・タイムライン」を是非作っ
てみてください。

・指定避難所

・広域避難場所

・指定緊急避難場所

・地域の集合場所
●避難場所

●マイ・タイムライン
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●ハザードマップ

・地震ハザードマップ
　＜地図面＞ ・　居住地域で予想される最大震度

・ 避難所
・ 病院等の防災関連施設

　＜情報面＞ ・　日頃からの備え
・ 地震発生後の避難行動

・水害ハザードマップ
　＜地図面＞ ・　河川が氾濫した時に居住地域で想定される浸水の深さ

・ 立退き避難が必要な区域
・ 指定緊急避難場所

　＜情報面＞ ・　水害からの避難方法（立退き避難、屋内安全確保）
・ 避難情報の伝達方法

ハザードマップとは、自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する
目的で、被災想定区域や避難場所・避難経路などの防災関連施設の位置
などを表示した地図であり、京都市では、地震ハザードマップ・水害ハザ
ードマップ・土砂災害ハザードマップの3種類を作成しています（地図面
と情報面の2面構成）。
　全行政区のハザードマップは、京都市情報館又は京都市防災ポータル
サイトに掲載しています（土砂災害は、各学区単位で作成しています。）。

44

■京都市情報館

■京都市防災ポータルサイト 京都市情報館 京都市防災ポータルサイト

●避難情報の種類
　水害・土砂災害の発生危険が高まった場合に「高齢者等避難」、「避
難指示」、「緊急安全確保」を発令します。避難指示が発令されたら、
必ず避難を始めましょう。
　雨の降り方に注意し、警報や避難指示が出る前でも、危険と判断すれば、
避難などの準備をしたり、事前に避難することも大切です。

※１　市町村が災害の状況を確実
に把握できるものではない等
の理由から、警戒レベル５は
必ず発令される情報ではあり
ません。

※２　避難指示は、これまでの避
難勧告のタイミングで発令さ
れることになります。

※３　警戒レベル３は、高齢者等
以外の人も必要に応じ、普段
の行動を見合わせ始めたり危
険を感じたら自主的に避難す
るタイミングです。

45

・土砂災害ハザードマップ
　＜地図面＞ ・　土砂災害警戒区域

・　土砂災害特別警戒区域

・　土砂災害からの避難方法

・　指定緊急避難場所
　＜情報面＞ ・　土砂災害の解説

地震ハザードマップ 水害ハザードマップ 土砂災害ハザードマップ
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●情報収集の方法
　避難指示などを発令した場合は様々な方法でお伝えしています。
　また、天気や災害に関する情報は、テレビ（データ放送）やホームペー
ジ（京都市防災ポータルサイト）で見ることができます。

テレビやホームページの情報

ハザードマップを活用し、家庭や地域で、普段から避難先について話し
合っておくなど災害から身を守る備えをしておくことが、何より大切です。
また、高齢者等の避難に協力し合う配慮も必要です。

避難指示などの伝え方

46

　熱中症とは、 体の中と外気温 によって引き起こされる体の不調
のことです。屋外だけでなく、 家の中にいても室温や湿度が高いと発症するこ
とがあります。京都市においても毎年、夏期になると熱中症により救急搬送さ
れる方が急増します。搬送された方のうち、 半数以上は 65 歳以上の高齢者
です。体調が優れないときなどは上手にエアコンや扇風機を使用するなどして
予防しましょう。

47
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熱中症の予防

熱中症になってしまったら
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●家庭内における救急事故

主な家庭内救急事故の種別

高齢者の特徴
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〒603-8432 北区大宮西脇台町17-２

〒604-0931 中京区押小路河原町西入榎木町450-2
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上鳥羽消防出張所 　　〒601-8166  南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内 94-4 京都市消防活動総合センター管理棟内 691-5220

西勧修寺消防出張所　 〒612-0838  伏見区深草神明講谷町 2-1　　　　　　　  641-0119
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